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〔事業概要〕
千葉県への外国人観光客増加を目的とし、海外１１の国と地域（中華人民共和国、台湾、大韓民国、ア
メリカ合衆国、インドネシア、フィリピン、ベトナム、タイ、シンガポール、マレーシア、フランス）
のSNSへの投稿から、外国人観光客の日本に対する意識や期待、宿泊実績などを分析し、これまで観光
関係事業者などが一般的に行ってきたアンケート調査などでは明確になっていなかった、外国人観光客
の食事や宿泊施設に関する国別のニーズや嗜好、動向などを明確化した。

〔コラム〕
　①　サービスイメージ
　実施期間：２０１５年１１月～２０１６年３月（５カ月間）
　調査対象国と地域：以下の１１の国と地域。
　　中華人民共和国、台湾、大韓民国、アメリカ合衆国、インドネシア、フィリピン、ベトナム、タイ、
シンガポール、マレーシア、フランス。
　【主な調査項目】
　　・各国意識・嗜好調査
　　　　　外国人観光客の人々が、どのようなことを話題にしているのか？評価しているのか？を各国

毎に明確にし、細かな意識・嗜好の傾向を知る
　　・千葉県に関する調査
　　　　　千葉県内での行動や主要ランドマークに関する声を知ることで、現状の評価をすると共に、

新たな観光施策の企画立案のヒントを知る
　　・オリンピック競技調査
　　　　　２０２０年東京オリンピック・パラリンピックにおいて、幕張メッセで開催が予定されている３

競技について、各国毎の話題の多寡や内容、傾向を知り、オリンピック・パラリンピックに向
けた観光誘客施策の基礎情報とする

　②　事業展開による効果・成果
　　　各国ごとに、旅行の目的や日本での行動、食事や宿泊などの嗜好、意識、日本で感じたカルチャー
ギャップなどの傾向が、データとして現れる結果となった。また、今後、訪日外国人の方々に、よ
り千葉を楽しんで貰うために、千葉県様が県内観光事業者と連携して進めていく周遊ルート策定や
受入体制整備、各種観光施策をより高度化するための様々な事実やアイディアを抽出することがで
きた。詳細は、千葉県様のホームページに公開されている。
　（http://www.pref.chiba.lg.jp/kankou/sns/tyousakekka.html）

（観光地として成功するモデル－２）

SNSを活用した外国人観光客ニーズ・動向調査
（千葉県）
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　③　事業展開のポイント
　◇調査体制：
　　⑴　日本国内
　　　　　富士通社内で専任チームを結成し、千葉県様の調査要件分析、分析方針立案・データ収集方

式・データ抽出キーワードなどの決定・調査報告書デザインなどを行う調査設計、プロジェク
トマネジメント、各国での調査・分析結果の統合分析、ファインディングスの抽出と活用案の
検討を実施。

　　⑵　調査対象１１か国
　　　　　各国の話しことばで書かれている投稿データを分析するため、各国現地のことば、生活環境、

趣味、嗜好を理解できる調査員を、各国・地域に配備。
　◇調査方法の特長：
　　⑴　１１カ国・地域の並行調査
　　　　　調査対象各国・地域で、２０１５年９月からの３ヵ月間に投稿されたデータを対象に、一斉に調

査・分析を実施。
　　⑵　調査・分析
　　　　　グローバルなSNS、および各国内で利用されているSNSへの投稿から、大量の検索ワード設

定が可能なシステムを活用し、分析対象となる投稿を抽出。その投稿から、日本、千葉県、お
よびスポーツ競技に関する外国人の嗜好や意識、興味をできるだけ細やかに分析するための
データ収集キーワードを、まず日本国内で決定し、調査対象各国の現地調査員と、文化や習慣
を検討しながら国別に複数のキーワードに展開した上で、各国言語に対応した分析システムを
活用しながら分析を行った。

〔今後の課題と展開〕
県内の市町村と連携して本調査結果を活用し、外国人観光客にとっても魅力的な環境整備に取り組む
とともに、県内事業者などとも本調査結果を共有し、外国人観光客のニーズに合った商品やサービスの
開発を支援することでビジネスの活性化を図る。
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〔問い合わせ先〕
・富士通株式会社
・電話番号：０１２０－９３３－２００　富士通コンタクトライン（総合窓口）


